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■ニコン、一眼レフ回収
当局が販売停止命令（ 日 面）

　

■日立システムズ、香港社にＥＲＰ
インフォアジャパン製（ 日 面）

　

■横河電機、プラント制御を受注
陝西省の２件（ 日７面）

　

■セーレン、香港オフィス開設
スポーツ・ファッション（ 日 面）

　

■東風のプジョー出資で調印式
約 億円規模（時事 日６面）

　

□３月 日（月）　□
　

■「ＬＩＮＥ」－中・米に照準
巨大市場、どう攻略

　

　「ＬＩＮＥ（ライン）」が海外展開を
加速している。アジアを中心に急速浸
透。国内外の利用者は約３億 万人。
右肩上がりだったが、中国と米国という
巨大市場の攻略が残っている。（９面）
　

■東洋紡、米・中で倍増
エアバッグ基布／全世界 ％増

　

　東洋紡は、米国と中国で自動車用エア
バッグ基布の生産能力を倍増する。
年頃までに設備を増強、両拠点の生産能
力を月 万 体制にする。全世界の生産
能力は ％増の月 万 に。 （ 面）
　

□３月 日（火）　□
　

■人民元、対ドル変動幅２％に
基準値、人民銀行が毎日設定

　

　中国人民銀行（中央銀行）は、 日か
ら人民元の対ドル相場の許容変動幅を従
来の基準値の上下１％から２％に拡大し
た。取引の目安となる基準値自体は人民
銀行が毎日設定。 （３面）
　

■村田製作所、中国に原料工場
初の海外生産／セラミック原料

　

　村田製作所は、広東省にセラミック原
料の工場を建設、６月１日に稼働する。
原料の海外生産は初めて。電子部品需要
の旺盛な中国で原料を生産することで、
調達のリードタイム短縮。 （ 面）
　

■中国ジェネリックを買収へ
エーザイ

　

　エーザイは、中国のジェネリック（後
発薬）メーカーのＭ＆Ａの検討を始め
た。自社でブランドをもたないピュアジ
ェネリックメーカーが対象。アジア地域
の売上高 億円増を見込む。 （ 面）
　

■東南ア規格品、中国で生産
栗田工業／水処理装置

　

　栗田工業は、中国子会社のクリタ蘇州

（江蘇省）が東南アジア向けに処理水量
などの仕様や図面類を規格化した中小型
水処理装置の出荷を始めた。第１号は日
系化学のマレーシア工場向け。（ 面）
　

■常熟市に高機能物流施設
鴻池運輸／化学・医薬品向け

　

　鴻池運輸は、江蘇省常熟市に設ける物
流施設「鴻池常熟物流センター」を着工
した。温度管理機能などを備えファイン
ケミカル製品などハイテク製品の保管が
可能。化学・医薬品向け。 （ 面）
　

■ヤクルト、長春など３支店開設
スーパーなどで販売

　

　ヤクルト本社は、中国ヤクルトを通
じ、安徽省合肥市、河北省石家荘市、吉
林省長春市の中国国内３カ所に支店を開
設した。スーパーなどで乳酸菌飲料「ヤ
クルト」の販売を始める。 （ 面）
　

□３月 日（水）　□
　

■住友ゴム、新興国で増産
中国４倍日量６万本／ブラジル 倍

　

　住友ゴム工業は、新興国でタイヤ生産
を大幅に増強する。１日当たりの生産能
力をブラジル工場は 年に 倍の３万
本に、中国の第２工場は 年に４倍の
６万本に増やす。 （１面）
　

■日中韓の大学とオープン研究網
独ＢＡＳＦ／新素材開発

　

　ドイツのＢＡＳＦは、京都大学など日
本、中国、韓国の７大学・研究機関と新
素材開発に向けた共同研究網「先進材料
オープンリサーチネットワーク」を立ち
上げた。自動車向けなど。 （ 面）
　

□３月 日（木）　□
　

■ＴＤＫ、中国・東南アで生産
スマホ中核部品／需要地で一貫生産

　

　ＴＤＫは、スマートフォンの中核部品
・ＳＡＷフィルターを中国と東南アジア
で生産する。ドイツで大半を生産してい
た。需要地で開発から生産まで一貫。中
国スマホ向けシェア拡大を狙う。 １面
　

■エスペック、広州に新工場
環境試験器を量産

　

　エスペックは、広東省広州市で環境試
験器の新工場を稼働。現地向け汎用機種
の量産拠点。低温恒温恒湿器や小型超低
温恒温器、熱処理器の３機種。初年度は
計 台以上を生産。 （７面）
　

□３月 日（金）　□
　

■中国、エアバス 機購入へ
総額 億

　

　中国が、欧州エアバスから少なくとも

旅客機 機を購入する方向で交渉を進
めていることが、関係筋の話で明らかに
なった。購入額は計 億 。欧中間の
通商関係が大幅に改善。（時事 ５面）
　

■マナック、南京に現法
ファインケミカル製販

　

　マナックは、５月をめどに中国江蘇省
南京市に現地法人を設立する。化学品の
ファインケミカルを製造、販売する。南
京市内に製造拠点を持っている。資本金
は 万 （約 億円）。 （８面）
　

■サントリー、飲料で合弁
コーヒー飲料など／２倍強 万

　

　サントリーＨＤは、中国子会社が中国
匯源果汁集団と年内に合弁会社を設立す
る。 年にウーロン茶、コーヒー飲料
などを２倍強となる 万 を目指す。
匯源果汁の販売網を生かす。 （９面）
　

□３月 日（月）　□
　

■第一精工、上海など増産体制
スマホ・車載向け／コネクター

　

　第一精工は、スマートフォンや車載端
末向けコネクターの生産を国内外で増強
する。スマホ向けは上海とシンガポール
の工場で設備を追加。車載向けは米国工
場に新棟。 （１面）
　

■三菱伸銅、中国とタイで加工
自動車向け端子材／山崎金属と提携

　

　三菱伸銅は、中国とタイで自動車向け
端子材となる銅条製品などのスリット加
工事業に参入する。非鉄金属商社の山崎
金属産業と業務提携。タイでは山崎金属
産業の子会社に技術者を駐在。（ 面）
　

□３月 日（火）　□
　

■ＮＥＣ、蓄電システム事業買収
中国・万向から／世界トップ級

　

　ＮＥＣは、中国・万向集団から米Ａ１
２３システムズの中・大型蓄電システム
事業を買収する。買収額は１億 。新会
社を米国に設立、世界に展開。電力会社
や企業向けで世界トップ級に。（３面）
　

■粗鋼生産、中国が高水準
万 ／ カ月連続プラス

　

　２月の世界粗鋼生産量は、前年同月比
％増の１億 万 で カ月連続の

前年プラスだった。中国の生産が高水

準、同 ％増の 万 で カ月
連続のプラス。 （ 面）

　

■北京汽車工業が小型航空機
ＮＺ社と合弁／北京に工場

　

　中国自動車大手・北京汽車工業集団
は、子会社がＮＺのＰＡＬと合弁会社を
設立する。北京に機体組み立て拠点を設
け、単発ターボプロップ機を手がける。
中国新聞網が伝えた。 （時事 ６面）
　

■キリン堂、中国でネット通販
化粧品・育児用品／アリババ出店

　

　キリン堂は、中国で化粧品や育児用品
などのインターネット販売を始めた。ア
リババのモール「天猫」に出店。高品質
で安全な商品を求める中国の消費者のニ
ーズを取り込む。 （ 面）
　

□３月 日（水）　□
　

■ＪＴＢ、春秋航空日本に出資
ＬＣＣ活用、旅行商品を開発

　

　ＪＴＢは、中国の格安航空会社の日本
法人・春秋航空日本に出資する。ＪＴＢ
は春秋日本に社員を１人派遣、ＬＣＣを

活用した旅行商品の開発など、新たなビ
ジネスモデルの構築を目指す。（３面）
　

□３月 日（木）　□
　

■レアアースで中国に是正勧告
日米欧の主張認める

　

　中国によるレアアースなどの輸出規制
をめぐる通商紛争で、ＷＴＯの紛争処理
小委員会は、共同提訴した日本、米国、
欧州連合の主張を全面的に認め、中国に
規制措置の是正を勧告。（時事 ２面）
　

■現代自、中国第４工場
９億 万 投資

　

　韓国・現代自動車は、約１兆 （９億
万 ）を投資して、中国で４番目と

なる工場を建設し、 年から生産を始
める。同社はここ数年、生産能力の増強
に対しては慎重だった。（時事 ６面）
　

■幸手スプリング 生産能力 倍
中国で月 万個

　

　幸手スプリングは、中国での精密機械
向けバネの生産能力を 倍の月 万個
に引き上げる。昆山市の新工場に生産性
の高いバネ成形機２台を増設。上海工場
とともに生産効率を高めた。 （ 面）
　

□３月 日（金）　□
　

■エアバス、中国に旅客機 機
中近距離 機・長距離 機

　

　エアバスは、中国・中国航空器材集団
に旅客機 機を販売する。契約額は合計
億 （約１兆 億円）。 機の内訳

は、中近距離のＡ 型機が 機と長距
離のＡ 機が 機。 （時事 ６面）

ＡＳＩＡ

ベトナムのサン国家主席
が関西財界首脳と懇談

ＴＥＬＯＰ
　

■ガリバー、バンコクに１号店
買い替え需要狙う（ 日６面）

　

■パンチ工業、ハノイに事務所
金型部品の販売（ 日７面）

　

■タイ工業団地に２万 倉庫
近鉄エクス（ 日 面）

　

■インドネシアに木材製品の販社
王子ＨＤ（ 日 面）

　

■りそな銀行、ウォンなど追加
海外送金／２倍 通貨（ 日３面）

　

■オークマ、海外 ％に
年度売上比率（ 日 面）

　

■円借款インフラ５案件 億円
日ベトナム首脳会談（ 日２面）

　

■ショーワ、出資 ％に
ベトナム子会社株取得（ 日６面）

　

■シンガポールで航空機リース
ＮＴＴファイナンス（ 日 面）

　

■タイ・カシコン銀行と覚書
川崎市・大田区産業振興協会（ 日 面）

　

■自動車ローンでタイ社と提携
プレミアファイナンシャル（ 日３面）

　

■東南アで教育助成
大阪ガス国際交流財団（ 日９面）

　

■ＡＳＥＡＮ提携先と連携強化
大和証券グループ本社（ 日 面）

　

■ソーラーランタン、ミャンマーに
ＤｅＮＡ／ＨＲ１本（ 日 面）

　

■アジア・欧米、２グループ制
マスダック／製菓機械（ 日 面）

　

■クボタ、ミャンマーで一括受注
水環境関連設備（ 日８面）

　

■三井住友銀行、ハラル認証で支援
インドネシア農科大と協力（ 日 面）

　

■インドに技術開発施設
ドイツ自動車部品大手ＺＦ（ 日６面）

　

■ヤマハ発、タイに３輪バイク
／年販１万台（ 日６面）

　

■でん粉商品開発、タイに合弁
Ｊ―オイルミルズ（ 日 面）

　

■東南アなど温室ガス放出顕著
衛星で観測／環境省など（ 日 面）

　

■立教大、韓国に事務所
ロンドン・ＮＹにも（ 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　初めての赤絨毯
　「初めて赤絨毯を買っ
た」と笑みを浮かべる共
和電業社長の星淑夫さ
ん。マレーシア政府関係
者の訪問を受け、自動車

衝突テスト用試験機などを披露するため
に用意した。現地は社会インフラ整備の
追い風もあり、「経済成長による需要増
を見込める」と期待。 （ 日 ７面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　個性とコスト両立

　「個性とコストを両立
させていく」と、ヤマハ
発動機社長の柳弘之さ
ん。世界戦略車２モデル
をアジアで生産する。生

産国はタイやインドネシアを考えてお
り、「アジアから世界へ（商品の魅力
を）発信したい」。培った個性が受け入
れられるか注目される。（ 日 ６面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　アジアでは人材の数も質も

　「企業のネットワーク
関連のニーズを踏まえ
て、アジアのビジネスを
強化する」と意欲をみせ
るのは、ＩＩＪ常務の渡

井昭久さん。シンガポールにＤＣを開設
して、クラウドサービスを始めた。「ア
ジアでは人材の数と質も重要」と説明す
る。 （ 日 面）

　

□３月 日（月）　□
　

■ホンダ、大サプライヤー育成
アジア・大洋州／自動車部品

　

　ホンダは、中国を除くアジア・大洋州
全域に自動車部品を供給できる現地の大
規模なサプライヤーの育成に着手する。
インドネシアにサプライヤーを集めて第
１弾となる会合を開く。 （１面）
　

■三菱自、タイにテストコース
研究開発機能を増強／ 億円投資

　

　三菱自動車は、タイの現地法人にテス
トコースを新設する。投資額は約 億円
以上。敷地面積 万平方 。海外テスト
コースは初めて。タイでは生産能力の拡
大で研究開発機能を増強。 （６面）
　

■ベトナム新車販売 カ月連続増
２月 台

　

　ベトナムの２月の新車販売は 台だ
った。新車登録税引き下げで前年水準を
上回るのは カ月連続。国内生産車は前
月比 ％減の 台、輸入車は同 ％減
の 台。 （時事 ６面）
　

■イオン、アジアに積極投資
大型ショッピングセンター 店体制

　

　イオンは、 年２月期に売上高８兆
円を目指す。アジアを中心に積極投資。
アジアではエリア内の大型ショッピング
センターを現在の 店から３年で 店
に。アジア共通の商品政策。 （ 面）
　

□３月 日（火）　□
　

■マレーシア製、日本に投入
東洋ゴム／日本は付加価値シフト

　

　東洋ゴム工業は、マレーシアで生産し
た乗用車用タイヤを日本に投入する。補
修用タイヤの一部を日本から移管。日本
の工場は老朽設備の更新を進め、付加価
値の高いタイヤにシフト。 （１面）
　

■田中精密がアジア統括会社
タイ・バンコク／インドの成長狙う

　

　田中精密工業は、アジア・大洋州地域
やインドの事業を統括する新会社をタイ
・バンコクに４月設立する。経営資源面
でのサポートや、事業戦略の企画など。
中 長期で拡大、効率的な運営。 ６面）
　

■インドネシアに現法
サンワテクノス／自動化システム

　

　サンワテクノスは、自動車部品の生産
工程で使う自動化システムの販売でイン
ドネシアに 月をめどに進出する。現地
で搬送装置や組み立て装置などの受注か
ら導入まで総合的に支援する。（ 面）
　

■インドで自動車用高級鋳鉄
日立金属／世界展開を加速

　

　日立金属は、インドで自動車用高級ダ
クタイル鋳鉄「ＨＮＭ」の生産に乗り出

す。技術提携する現地の鋳物会社を子会
社化する。世界での生産量を同２万 に
引き上げ世界展開を加速する。（ 面）
　

□３月 日（水）　□
　

■ニチリン、ベトナムに新棟
ブレーキホース／ 倍

　

　ニチリンは、ベトナムで自動車用ブレ
ーキホースを増産するため、既存工場で
新棟の建設に着手した。月産 万本体
制から約 倍に拡大する。ＧＭから初
受注するなど需要が増大。 （７面）
　

■ベトナム高速道路にＩＴＣ
東芝・日立・伊藤忠／ 億円

　

　東芝、日立製作所、伊藤忠商事の３社
は、ベトナムの高速道路向けに高度道路
交通システム ＩＴＣ を受注。建設中の
南北高速道路にＥＴＣや交通管制、設備
監視などを一式で納入 約 億円 面
　

□３月 日（木）　□
　

■ベトナム国家主席と懇談
関西財界／インフラ整備要望

　

　ベトナムのサン国家主席は、大阪市内
で関西財界首脳と懇談した。佐藤茂雄大
商会頭は「中小企業のベトナム進出を円
滑に進めるため、インフラや諸手続きの
整備をお願いしたい」と要望。（ 面）
　

■シンガポール工場増設
ヤマザキマザック／月 台

　

　ヤマザキマザックは、シンガポール工
場増設のオープニング式典を行った。小
型旋盤「クイックターン・プリモス」な
どの量産に対応した拡張が完了。生産能
力は月 台に。 （７面）
　

■日立金属、ベトナム生産
旧日立電線工場活用／磁性材料

　

　日立金属は、旧日立電線の海外生産拠
点の活用を 年度に始める。第１弾と
してベトナム拠点で磁性材料部門の製品
生産に乗り出す。タイでも拠点間で連携
する。 （ 面）
　

■新日鉄住金、ベトナム社と覚書
日本の技術、社会資本整備に活用

　

　新日鉄住金は、ベトナム交通大学が出
資母体の技術コンサルティング会社ＵＴ
Ｃ２と、ベトナムでの鋼構造の普及拡大
を目指す覚書を締結。日本の技術力を社
会資本整備に活用する方針。 （ 面）
　

■プレシード、タイで攻勢
機械設計・製作／メンテ・改造

　

　プレシードは、タイでの機械設計・製
作の受注活動を拡充する。機器のメンテ
ナンスや改造など受注につなげるための
業務を始める。人件費の上昇で自動化、
省力化機器の需要が拡大。 （ 面）
　

□３月 日（金）　□
　

■日産、インド ％現調
低価格車種／新設計手法を適用

　

　日産自動車は、仏ルノーとのインド合
弁工場で 年から生産を始める最小カ
テゴリー「Ａセグメント」車について、
部品の現地調達を ％とする。新設計
手法を適用する。 （１面）
　

■ラオス－日系専用工業団地整備
タイ・プラス・ワン

　

　ラオスで、日系企業専用工業団地の整
備が進んでいる。タイが賃金上昇や人手
不足といったリスクを抱え、補完生産地
として浮上。ニコンとトヨタ紡織が進出
し、注目を集めた。 （１面）
　

■シンガポール生産終了
ルネサス／国内外に移管

　

　ルネサスエレクトロニクスは、シンガ
ポール子会社での生産を 年３月期中
に終了する。設備はジェイデバイスへ譲
渡。ジェイへ生産委託するほか、ルネサ
スの国内外の工場に移管。 （７面）
　

□３月 日（月）　□
　

■ニチリン、インドネシア生産
ブレーキホース口金具／月 万個

　

　ニチリンは、インドネシアで２輪車用
ブレーキホースの口金具の生産を始め
る。月 万― 万個。これまで口金具は
他社から購入していたが、内製化するこ
とでコスト競争力を強化。 （７面）
　

□３月 日（火）　□
　

■トヨタ、インド生産を再開
労使間で一定の合意

　

　トヨタ自動車は、インドの自動車工場
の生産を再開した。労使対立により 日
からロックアウトしていたのを解除。労
使間で操業再開に向けて一定の合意があ
った模様だ。 （６面）
　

■アズビル、タイ大型ビルに納入
ＢＥＭＳ／年 万 時

　

　アズビルは、タイの大型複合ビルにビ
ルエネルギー管理システム ＢＥＭＳ を
納入した。使用状況を見える化。建物全
体で年間使用量の約４％にあたる 万
時のエネルギー削減効果。 （ 面）

　

□３月 日（水）　□
　

■セントラル硝子、韓国に合弁
リチウム電池電解液／年１万

　

　セントラル硝子は、韓国の有機溶媒精
製メーカー・載元産業とリチウムイオン
電池用電解液製造の合弁会社を韓国に設
立する。生産能力は標準電解液換算で年
間１万 。 （ 面）
　

■日系の鉄鋼、ベトナムに拠点
鋼材需要の拡大にらみ開設相次ぐ

　

　日系の鉄鋼大手メーカーがベトナムの
鋼材需要の拡大を見込み、対応を本格
化。ＪＦＥは、コイルセンターを７月稼
働。新日鉄住金は、ベトナム交通大学系
と鋼構造物の普及拡大で提携。（ 面）
　

■郵船ロジ、ミャンマーに現法
航空・海上／国内輸送

　

　郵船ロジスティクスは、ミャンマーに
現地法人を設立し、４月に営業を始め
る。航空、海上の貨物輸送や国内輸送と
いった総合物流サービスを展開する。越
境トラック輸送も開拓する。 （ 面）
　

□３月 日（木）　□
　

■トヨタ、中近東に輸出
インドネシア製「ヴィオス」

　

　トヨタ自動車は、インドネシアで生産
する小型セダン「ヴィオス」の中近東向
け輸出を始めた。バーレーン、クウェー
トなど９カ国。輸出台数は月 台。将
来は同 台に拡大する。 （６面）
　

■豊田通商、東南ア２社買収
自動車アフター部品

　

　豊田通商は、マレーシアとタイの自動
車用アフター部品卸売会社を買収した。
買収額は２社合わせて約 億円。これま
で両国でのアフター部品販売は手がけて
いなかった。 （６面）
　

■ＴＳテック、インド新工場
２輪車用シート／年産 万台

　

　ＴＳテックは、インドのグジャラート
州に２輪車用シート製造・販売会社を設
立する。年産能力は 万台規模で、既
存工場と合わせるとインドでの年産能力
は約 万台分となる。 （６面）
　

■スズキ、新型小型車タイで生産
「セレリオ」／エコカープロ適合

　

　スズキは、 の新型小型車「セレ
リオ」を５月からタイで生産する。変速
機は５速ＭＴと無段変速機の２種類。燃
費はガソリン１ 当たり 以上でエ
コカープロジェクトに適合。 （６面）
　

■南アジア・インドに軸足
新会社「日立産業制御ソリュ」

　

　４月１日に発足する新会社「日立産業
制御ソリューションズ」は、東南アジア
とインドを中心に産業ソリューション事
業とセキュリティー・画像ソリューショ
ン事業の海外展開を強化する。（９面）
　

□３月 日（金）　□
　

■椿本チエイン、韓国に販社
産業用チェーン・減速機／東アで攻勢

　

　椿本チエインは、韓国に産業用チェー
ンなどの販売会社を新設する。産業用チ
ェーンや減速機、作動機など一般産業用
機械部品の東アジア地域での販売強化が
狙い。直接技術的な提案。 （７面）
　

■東芝、ＰＣ光学ドライブ撤退
韓国合弁の全株式売却

　

　東芝は、パソコン向け光学ドライブ事
業から撤退する。韓国サムスン電子との
合弁会社を通じて運営しているＴＳＳＴ
―Ｋの全株式を、３年後をめどに韓国Ｏ
ＰＴＩＳに売却する。 （ 面）
　

■新日鉄住金、タイ２社統合
自動車用電縫管／年 万

　

　新日鉄住金は、タイにある傘下の自動
車用電縫管メーカー２社を７月をめどに
統合する。新会社の生産能力は伸管工程
前の造管ベースで年 万 。従業員
は約 人。 （ 面）
　

■ベトナム・タイで工業用エネ
エネルギーアドバンス／日系向け

　

　エネルギーアドバンスは、ベトナムと
タイでエネルギー供給サービスを行う検
討を始めた。すでに事業化を決めたマレ
ーシアに次いで日系企業を中心に工業用
の需要が見込めると判断。 （ 面）
　

■菊和、インドに新工場
車向け／アルミダイカスト

　

　菊和は、インドのアンドラプラデッシ
ュ州にアルミニウムのダイカスト工場を
新設する。型締め能力 １台、同
２台を新規導入する。現地に自動車産

業が集積。 （ 面）

　　 ２０１４年 平成２６年 ３月３１日 月曜日 　　 （ ）


